
滋賀大学経済学部構内の陵
りょう

水
すい

会館
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彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た

項
目
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
前
号
に
引
き
続
き
掲
載
し
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

地
域
審
議
会
の
設
置
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

９
月
24
日
に
甲
良
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回
合
併
協
議
会
で
、

新
市
に
地
域
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
審
議
会
は
合
併
特
例
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
名

称
と
設
置
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
　
　
称
　
　
　
　
　
　
設
置
区
域

▼
彦
根
地
区
地
域
審
議
会
　
合
併
前
の
彦
根
市
の
区
域

▼
豊
郷
地
区
地
域
審
議
会
　
合
併
前
の
豊
郷
町
の
区
域

▼
甲
良
地
区
地
域
審
議
会
　
合
併
前
の
甲
良
町
の
区
域

▼
多
賀
地
区
地
域
審
議
会
　
合
併
前
の
多
賀
町
の
区
域

地
域
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
設
置
さ
れ
た
区
域
に
関

係
す
る
新
市
建
設
計
画
の
変
更
や
執
行
状
況
に
関
す
る
こ
と
、
市
長
が

必
要
と
認
め
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
市
長
に
答
申
し
た
り
、

意
見
を
述
べ
た
り
し
ま
す
。

審
議
会
は
、
彦
根
地
区
は
20
人
以
内
、
ほ
か
の
地
区
は
各
15
人
以
内

の
委
員
で
組
織
さ
れ
ま
す
。
委
員
は
、
設
置
区
域
内
に
住
む
、
公
共
的

団
体
の
役
職
員
、
学
識
経
験
者
、
公
募
で
選
任
さ
れ
た
市
民
の
な
か
か

ら
市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。
公
募
の
委
員
は
彦
根
地
区
は
５
人
以
内
、
そ

の
ほ
か
の
地
区
は
各
３
人
以
内
で
す
。
委
員
の
任
期
は
２
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。

合
併
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

市
町
合
併
推
進
室
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

彦
根
市
と
合
併
協
議
会
で
は
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建

設
計
画
）」(

素
案)

の
概
要
や
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
協
定
項
目

の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ご
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見

等
を
お
聞
き
し
て
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
、
次
の
日
程
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
学
区
別
住
民
説
明
会
】（
主
催：

彦
根
市
）

市
内
17
の
小
学
校
区
ご
と
に
10
月
21
日
㈫
か
ら
11
月
12
日
㈬
ま
で

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
と
同
時
配
布
の
チ

ラ
シ
ま
た
は
「
広
報
ひ
こ
ね
」
10
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
10
月
24
日
㈮
の
会
場
は
、
城
西
小
学
校
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
か
ら
同
校

体
育
館
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

【
住
民
説
明
会
】（
主
催：

合
併
協
議
会
）

日
時

10
月
18
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜

会
場

南
地
区
公
民
館
（
甘
呂
町
）

締
切
は
11
月
17
日
㈪

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」（
素
案
）に
関
す
る

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

―
彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
合
併
協
議
会
―

合
併
協
議
会
で
は
、
合
併
し
た
場
合
の
新
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」（
素
案
）
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
協
議
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
と
同
時
配
布
の
「
合
併
協
議
会

だ
よ
り
特
集
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」（
素
案
）
の
冊
子
は
、

市
町
合
併
推

進
室
（
市
役
所
４
階
）、
支
所
・
各
出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
に
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

水
や
非
常
食
な
ど
の
非
常
持
ち
出

し
品
の
準
備
だ
け
で
な
く
、
も
し

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
ど
こ

に
避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
、
自
宅

近
く
の
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、

隣
近
所
と
の
協
力
体
制
な
ど
に
つ

い
て
も
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
施
設
は
、
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

避
難
の
指
示
が
出
た
場
合
で

も
、
む
や
み
に
逃
げ
出
す
の
は
禁

物
で
す
。
火
の
元
や
戸
締
ま
り
を

し
っ
か
り
確
認
し
、
近
所
の
人
と

い
っ
し
ょ
に
徒
歩
で
避
難
し
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
昨
年
開
局
さ
れ
た
「
エ

フ
エ
ム
ひ
こ
ね
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
」
や
「
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
、
彦
根
市
内
で
の
災
害
時
の
情

報
を
、
よ
り
詳
し
く
、
早
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
内
線
４
４
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

「緊急放送の実施に関する協定」を締結し
たエフエムひこねコミュニティ放送におい
て、災害時における市内の被害状況、避難施
設情報等を発信します。
災害時には情報が不足しがちですが、市で
は広報車や彦根市ホームページ（http://www.

ciity.hikone.shiga.jp/）での周知等とともに、
ＦＭラジオのエフエムひこねへ情報を提供し
ていきます。大きな地震や風水害時には、エ
フエムひこね（78．2Ｍ㎐）に合わせて、新
しい情報を確認してください。

第2回　市役所窓口での外国人

O
オ

OUTONO
オウトノ

CHEGOU
シェゴウ

!!（秋がやってきました）
そよ風を浴びながら、彦根城周辺を散歩していると、赤
く色づいた桜の葉が堀の水面に浮かんでいるのを見かけま
した。季節は秋の色が濃くなりました。
さて今回は、住民登録の業務な
どを行っている市民課窓口での通
訳を通じて感じたこと、体験した
ことについてお話しましょう。
彦根市には、現在、約600人

の日系ブラジル人が暮らしていま
す。就職や経済的理由で、永住を
望む人が増えてきており、日本で
の滞在期間が長期化しています。
このため、ブラジル国籍の子ども
も数多く誕生しており、私自身、
今年の４月から、既に３人の子ど
もさんの出生届のお手伝いをして
きました。
日本で暮らす外国人にとって、子どもの誕生に伴う手続
きは大変です。ブラジル人の場合は、出生届や外国人登録、
保険関係の手続きなど市役所で必要な手続きのほかに、ブ
ラジル領事館でのパスポートの発行や、入国管理局でのビ
ザの申請が必要です。さらに、ブラジル帰国後には必ず公
証役場へ行って登記を行わなければなりません。ブラジル
で子どもが生まれた場合は、このような煩

はん

雑
ざつ

な手続きは必
要なく、公証役場に届け出て、日本の戸籍謄本のような書
類（出生証明書）を発行してもらうだけで済みます。
そもそも、市役所の市民課に相当するところの業務や考

え方が日本とブラジルとでは随分異なっています。社会生
活においても、日本では住民票を必要とする機会が多くあ
りますが、ブラジルでは住民票自体が存在しないため、自
分の住所や名前が載っている電気代や電話代の納付書が住
民票のような役割を果たします。また、先ほどの出生届を
初め、結婚や離婚、死亡の手続きはすべて公証役場で行い
ます。ブラジルの市役所で発行される主な書類は、身分証
明書（※１）や労働手帳（※２）などです。
また、日本では運転免許証が身分を証明する書類として
よく使われていますが、ブラジルでは全然通用しません。
身分を証明するためには、身分証明書、労働手帳、あるい
はパスポートなどが必要なのです。
このように、市役所の窓口での手続きや必要な書類一つ
をとっても、日本とブラジルの間では、制度や考え方が随

分違います。日本で暮らすブラジ
ル人の中には、こうした違いに戸
惑いを感じている人がたくさんい
ます。したがって、こうした手続
きをスムーズに進めるためのお手
伝いをすることが、私の仕事の一
つになってきます。これからも市
役所窓口でのお手伝いを続けなが
ら、将来的には、通訳に頼らなく
ても安心して必要な書類が入手で
きる方法を、市民課や国際交流課
の職員といっしょに考えていきた
いと思っています。

次回は外国人の暮らしにも欠かせない、保険のことなど
についてお話します。ATÉ

アテー

LOGO
ロゴ

！（ではまた！）

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

※１　身分証明書　ブラジルの身分証明書はカード式で、
顔写真、自筆のサイン、その人を表す10桁の数字と右
手の親指の指紋が記載されています。
※２　労働手帳 その人の職歴や、それぞれの仕事にお
ける収入や労働条件などが記載された手帳で、内容は
雇用者に記入してもらいます。

国際交流サロンは、市民会館１階
ロビーの一角にある、彦根市の国際
交流の拠点です。
サロンでは外国籍で彦根市に在住
している人や、彦根を訪れる外国人
の皆さんに生活や観光に便利な情報
を提供したり、市民向けに姉妹都市
や友好都市の情報などを発信してい
ます。また、日本語だけでなく、英
語やポルトガル語、中国語などの書

籍や資料などもそろってい
ます。
サロンは、様々な国際交
流活動の拠点として、ある
いは市民相互の気軽な交流
活動の場として活用されて
います。皆さん気軽に利用
してください。
開館日と時間 火曜日を
除く毎日の9：00～17：00

問い合わせ先 国際交流課☎22-
1411内線（374）

市民課窓口で通訳をするロザーネさん



Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
　

認
証
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た

彦
根
市
で
は
、「
地
球
環
境
の
保

全
を
考
え
た
エ
コ
ラ
イ
フ
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
す
た
め
の
重
点
施
策

で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の

認
証
取
得
を
、
３
年
で
市
の
施
設
全

体
に
広
げ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。１

年
目
の
昨
年
は
、
９
月
に
市
庁

舎
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
大
藪
浄
水
場

な
ど
23
施
設
で
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。２

年
目
の
今
年
は
、
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
、
47
施
設

で
認
証
取
得
に
向
け
て
取
り
組
み
、

こ
の
た
び
、
認
証
範
囲
の
拡
大
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
市
立
病

院
を
除
く
市
の
施
設
全
部
が
「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認
証
を
取
得
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
年
計
画
の
最
後
と
な
る
来
年

は
、
す
で
に
認
証
さ
れ
た
施
設
で
の

継
続
的
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、

残
る
市
立
病
院
へ
の
認
証
範
囲
の
拡

大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
は
…
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
規
格
を
言

い
ま
す
。
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
と
は
、
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
活
動
を
そ
の

原
因
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
管
理
し
、

「
計
画→

実
行→

点
検→

見
直
し
」

の
作
業
を
く
り
返
し
て
、
継
続
的

に
環
境
へ
の
負
荷
を
改
善
す
る
た

め
の
経
営
手
法
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
７
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

ご
覧
く
だ
さ
い
選
挙
人
名
簿

琵
琶
湖
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
申
請
に

よ
っ
て
琵
琶
湖
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
整
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
資
格
は
、
市
内
に
住
所
か
事

業
所
が
あ
る
人
で
、
１
年
に
90
日
以

上
漁
船
を
使
用
し
て
漁
業
を
営
む
か

漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使
用
し
て

水
産
動
植
物
の
採
補
ま
た
は
養
殖
に

従
事
し
て
い
る
人
で
、
今
年
の
12
月

５
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
人
、
な
ど

で
す
。

◆
登
録
者
名
簿
の
縦
覧
◆

期
間

10
月
20
日
㈪
〜
11
月
３
日
（月・祝）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
４
階
）

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
６
２
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番
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情報
掲示板

情報
掲示板

ご
相
談
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
地
域
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
整
委
員

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
整
委
員
」
は
、

彦
根
市
が
提
供
す
る
高
齢
者
福
祉
・

児
童
福
祉
・
障
害
者
福
祉
な
ど
の
福

祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
す
る
な
か
で
発
生
し
た
不

満
や
苦
情
を
公
平
な
立
場
で
受
け
止

め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
（
市
や
事
業

者
）
と
の
間
に
立
っ
て
、
解
決
の
た

め
の
話
し
合
い
を
す
る
も
の
で
す
。

苦
情
と
し
て
伝
え
た
い
が
、
直
接

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
は
伝
え
に
く
い

こ
と
、
ま
た
、
解
決
を
求
め
て
い
る

の
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
解
決
し
な

い
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口

で
す
。

相
談
内
容
や
相
談
者
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
守
秘
義
務
が
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

昨
年
８
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制

度
で
す
が
、
こ
の
た
び
、
２
人
が
増

員
さ
れ
、
市
内
の
各
中
学
校
区
に
１

人
ず
つ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
は
無
料
で
す
。
直
接
ま
た
は

電
話
で
、
あ
な
た
の
地
域
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
調
整
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎

◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７

６
８
番

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
旧
軍
人
軍
属
な
ど

だ
っ
た
皆
さ
ん
、
そ
の
遺
族
の
皆
さ
ん

弔
慰
金
・
見
舞
金
等
が

支
給
さ
れ
ま
す

「
平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
等
で
あ

る
戦
没
者
遺
族
等
に
対
す
る
弔
慰
金

等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
戦
没
者
の
遺
族
に
は
弔
慰
金
２

６
０
万
円
が
、
重
度
戦
傷
病
者
に
は

見
舞
金
４
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

対
象
と
な
る
人

朝
鮮
半
島
ま
た
は

台
湾
出
身
で
、
特
別
永
住
者
と
し

て
日
本
に
永
住
し
て
い
る
人
（
帰

化
し
た
人
を
含
み
ま
す
）な
ど
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

人
①
昭
和
12
年
７
月
７
日
以
後
公
務
傷

病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
同
16

年
12
月
８
日
以
降
に
亡
く
な
っ
た

人
の
遺
族

②
昭
和
12
年
７
月
７
日
以
後
公
務
傷

病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
重
度

障
害
の
状
態
に
あ
る
戦
傷
病
者

（
重
度
戦
傷
病
者
）

③
平
成
13
年
３
月
31
日
以
前
に
亡
く

な
っ
た
重
度
戦
傷
病
者
の
遺
族

※
た
だ
し
、
遺
族
に
恩
給
法
や
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基

づ
く
給
付
を
受
け
た
人
が
い
る
場

合
な
ど
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

請
求
期
限

平
成
16
年
３
月
31
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎

◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７

６
８
番

戦
没
者
の
妻
、
父
母
に
対
す
る

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

今
年
の
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

法
律
に
よ
り
、
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
給
付
を
受
け
ら
れ
る
人

の
主
な
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
（
第
22
回
い
号
）

①
先
の

大
戦
で
夫
を
亡
く
し
た
妻
で
、
現

在
公
務
扶
助
料
な
ど
を
受
給
し
て

い
る
人
②
継
続
請
求
に
つ
い
て

は
、
第
17
回
い
号
の
特
別
給
付
金

を
受
給
し
て
い
る
人

▼
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
（
第
21
回
い
号
）

①
先

の
大
戦
で
す
べ
て
の
子
ま
た
は
最

後
に
残
さ
れ
た
子
を
亡
く
し
た
父

母
等
で
、
現
在
、
公
務
扶
助
料
を

受
給
し
て
い
る
人
②
継
続
請
求
に

つ
い
て
は
、
第
19
回
い
号
の
特
別

給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎

◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７

６
８
番

年
末
融
資
な
ど
の
ご
案
内

▼
国
の
事
業
ロ
ー
ン
（
年
末
資
金
）

融
資
額

４
、８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金
　
５
年
以
内

設
備
資
金
　
10
年
以
内

利
　
　
率

年
１
・
85
％
（
固
定
）

☆
年
末
事
業
資
金
の
特
別
相
談
会

期
日

11
月
５
日
㈬
、
27
日
㈭

場
所

国
民
生
活
金
融
公
庫
彦
根
支

店
（
佐
和
町
）

※
事
前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
国
の
教
育
ロ
ー
ン

融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
２
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

10
年
以
内
（
在
学
期
間

中
の
据
置
あ
り
）

利
　
　
率

年
１
・
５
％
（
固
定
）

※
利
率
は
、
い
ず
れ
も
９
月
10
日
現

在
の
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公

庫
彦
根
支
店
☎
◯　24　
０
２
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
６
６
４
０
番

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
を

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

10
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
月
間
で
す
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
、「
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
の
さ
ら
な
る
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、「
全
国
一
斉
パ
ト
ロ

ー
ル
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
な
ど
を
解
体
す
る

工
事
等
を
す
る
と
き
に
は
、
事
前
の

工
事
の
届
け
出
と
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
木
材
を
分
別
し
て

解
体
し
、
廃
棄
物
を
再
資
源
化
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
10
月
27
日
㈪
〜

同
31
日
㈮
に
実
施
さ
れ
、
届
出
の
有

無
や
分
別
解
体
な
ど
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
か
な
ど
を
主
に
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

建
築
指
導
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
４
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　24　
８
５
１
７
番
、

E
-m

ail:kenchikushido@
m

a.

city.hikone.shiga.jp

彦根を代表する地場産業の一つであり、経済産業省の伝統的
工芸品に指定されている彦根仏壇。彦根市では、彦根仏壇の製
造に従事し、優れた技術を持つ皆さんを表彰しています。

日　時 10月20日㈪ 9：00～
場　所 滋賀県立文化産業交流会館（「第17回

全国伝統的工芸品仏壇仏具展」会場）

第27回を迎えた今年は、次の４人の皆さんが表彰されます。

木き

地じ

澤さ
わ

滋し
げ
る

さ
ん

（
後
三
条
町
）

漆
う
る
し

塗ぬ
り

岩い
わ

泉い
ず
み

三さ
ぶ

朗ろ
う

さ
ん

（
原
　
町
）

漆
う
る
し

塗ぬ
り

嶌し
ま

田だ

政ま
さ

義よ
し

さ
ん

（
外
　
町
）

木き

地じ

大お
お

橋は
し

和か
ず

夫お

さ
ん

（
高
宮
町
）

伝統的工芸品産業技術者
今年度表彰を受ける皆さん 
伝統的工芸品産業技術者
今年度表彰を受ける皆さん 



は
支
給
〈
申
込
期
限
〉11
月
５
日

㈬
（
必
着
）
〈
申
込
方
法
・
問
い
合

わ
せ
先
〉往
復
は
が
き
往
信
の
裏
に

講
習
名
（
警
備
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話

番
号
を
書
い
て
㈳
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
２
０-

０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３-

10
）
☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
へ

番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

平
成
15
年
度

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

〈
試
験
日
〉平
成
16
年
２
月
12
日
㈭
午

後
２
時
〜
〈
試
験
会
場
〉大
津
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル（
大
津
市
に
お
の
浜
四
丁
目
）

〈
申
込
書
配
布
お
よ
び
受
験
申
込
期

間
〉
11
月
４
日
㈫
〜
同
14
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
〈
申
込
書
配
布
・
受

付
場
所
〉
下
水
道
部
管
理
課
（
市
民

会
館
１
階
）〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
同
課

提
供
会
員
の
自
宅
で
援
助
の
提
供
を

し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
の
援
助
を

受
け
た
い
依
頼
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
介
護
の
援
助
に
つ
い

て
の
申
し
込
み
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ

か
ら
受
付
を
始
め
る
予
定
で
す
。

申
込
方
法

火
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
、
問
い
合
わ
せ
先

彦
根
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
（

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
　
ウ
ィ
ズ
内
）
☎
◯　24　
３
９
２
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
、

依
頼
会
員
を
募
集
し
ま
す

10
月
１
日
に
「
彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
や
介
護
と

仕
事
の
両
立
で
困
っ
た
り
、
少
し
援

助
が
必
要
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に

支
援
す
る
も
の
で
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
援
助
を
必
要
と
す

る
依
頼
会
員
と
、
援
助
を
行
う
提
供

会
員
と
の
調
整
を
し
ま
す
。
な
お
、

育
児
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

☎
◯　22　
５
４
５
８
番
、
日
本
下
水
道
協

会
滋
賀
県
支
部
事
務
局
（
大
津
市
河
川

下
水
道
部
み
ず
政
策
課
内
）
☎
０
７
７-

５
２
８-

２
７
６
５
番

第
７
回
市
場
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

魚
の
さ
ば
き
方
教
室

〈
内
容
〉魚
（
ア
ジ
）
の
さ
ば
き
方
、

イ
カ
の
塩
辛
の
作
り
方
、
鯉
の
あ
ら

い
の
実
演
と
試
食
（
容
器
は
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
）〈
日
時
〉11
月

15
日
㈯
午
後
１
時
〜
同
３
時
ご
ろ

〈
場
所
〉彦
根
総
合
地
方
卸
売
市
場

（
安
食
中
町
）
〈
定
員
〉
25
人
（
申

込
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
）
〈
参
加

費
〉無
料
〈
申
込
期
限
〉10
月
31
日

㈮
（
必
着
）
〈
申
込
方
法
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
同
市
場

（
〒
５
２
９-

１
１
５
２
安
食
中
町
３
２
７
）

☎
◯　25　
２
５
１
８
番
へ

再
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

警
備
技
能
講
習
会

〈
日
時
〉11
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮
（
全

５
回
）
午
後
１
時
〜
同
４
時
30
分

（
講
義
と
実
技
）
※
最
終
日
に
は
、

公
共
職
業
安
定
所
と
合
同
で
面
接
会

を
開
催
〈
場
所
〉滋
賀
ビ
ル
９
階

（
大
津
市
梅
林
一
丁
目
、
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
前
）

〈
対
象
〉55
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
人

〈
定
員
〉20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
〈
受
講
料
〉無
料
、
教
材

市民体育センター
フットサル愛好者のつどい

愛好者が急増している、フットサル（ミニサッ
カー）の振興と、参加者相互の交流を図るつどい
です。
日時 11月30日㈰ 8：30～17：00
場所 市民体育センター第１競技場（松原町）
対象 市内に在住・在勤・在学の人で編成するチ
ーム
定員 16チーム（先着順）
チーム編成 15人以内（選手は５人以上12人以内）
参加費 １チーム　5,000円
申込期間 10月18日㈯～同31日㈮（10月21日㈫、
同28日㈫を除く）の8：30～17：00
※先着順に受け付け、定員になりしだい締め切り
ます。
申込方法 申込用紙（市民
体育センター窓口にあり
ます）に必要事項を書い
て、参加料を添え、同セ
ンター窓口へ申し込んで
ください。
問い合わせ先 同センター
☎23-2293、FAX
23-2294

お
忘
れ
な
く

就
学
時
健
康
診
断

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児

（
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
同
10
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

実
施
日
と
会
場
と
な
る
小
学
校

11
月
４
日
㈫

城
陽
・
金
城

５
日
㈬

鳥
居
本

６
日
㈭

稲
枝
東

７
日
㈮

城
西
・
城
北
・
城
南

10
日
㈪

平
田

11
日
㈫

若
葉

12
日
㈬

城
東
・
稲
枝
西

9 広報ひこね　平成15年10月15日

募　集

広報ひこね　平成15年10月15日

13
日
㈭

佐
和
山
・
高
宮

18
日
㈫

河
瀬

20
日
㈭

亀
山

26
日
㈬

旭
森

27
日
㈭

稲
枝
北

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
同
２
時

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
に

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
、
健
康
診

断
票
と
保
健
調
査
票
を
送
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当
日

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
指
定
さ
れ
た
日
に
受
診
で

き
な
い
場
合
は
、
会
場
と
な
る
小
学

校
に
連
絡
の
う
え
、
都
合
の
よ
い
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
実
施
日
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
さ
れ
た
事

項
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、

教
育

委
員
会
保
健
体
育
課
☎
◯　24　
７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

彦
根
商
店
街
連
盟

50
周
年
記
念
事
業

彦
根
商
店
街
連
盟
で
は
、
創
立
50

周
年
を
記
念
し
て
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
商
店
街
を
再
発
見
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
に
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
次
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

★
あ
っ
！
一
店
逸
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
配
布

お
店
の
自
慢
の
逸
品
な
ど
、
買
い

物
を
楽
し
む
た
め
の
情
報
満
載
。
協

賛
店
の
ほ
か
、
市
内
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
配
布
し
ま

す
。

★
商
店
街
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

〜
楽
し
く
集
め
て
街
め
ぐ
り
〜

実
施
期
限

12
月
31
日
㈬

実
施
場
所

彦
根
商
店
街
連
盟
加
盟
店

内
容

①
期
間
中
に
協
賛
店
で
買
い

物
を
す
る
と
、
復
刻
版
「
お
城
の

シ
ー
ル
」
を
金
額
に
か
か
わ
ら
ず

１
枚
も
ら
え
ま
す
②
50
枚
集
め
て

各
商
店
街
に
あ
る「
応
募
受
付
店
」

へ
申
し
込
む
と
、
１
等
50
万
円
ほ

か
総
額
２
５
０
万
円
が
あ
た
る
抽

選
会
へ
応
募
が
で
き
る
ほ
か
、
先

着
１
、
５
０
０
人
限
定
で
「
商
連

50
周
年
感
謝
祭
」
の
入
場
券
と
交

換
で
き
ま
す
。

★
商
連
50
周
年
感
謝
祭

日
時

平
成
16
年
１
月
12
日
（月・祝）

午

後
１
時
〜

場
所

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

内
容

記
念
式
典
、
”国
会
の
暴
れ

ん
坊
“
浜
田
幸
一
氏
講
演
会
「
不

肖
ハ
マ
コ
ー
の
毒
舌
政
談
日
本
を
ダ

メ
に
し
た
男
た
ち
を
斬
る
！
」、

公
開
抽
選
会

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
商
店
街
連
盟

☎
◯　22　
７
３
０
３
番
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.hikone-kiina.jp/

）

建
築
物
の
規
制
の
変
更
に
つ
い
て

公
告
・
縦
覧
し
ま
す

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
の
建
築

物
の
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
等
の
指
定
案

「
広
報
ひ
こ
ね
」
６
月
15
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
彦
根
市
で

は
平
成
12
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

伴
っ
て
、
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い

市
街
化
調
整
区
域
内
で
の
建
築
行
為

に
つ
い
て
、
現
行
の
形
態
制
限
規
定

を
見
直
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う

な
ど
を
し
て
、
こ
の
た
び
指
定
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
公
告
・
縦

覧
し
ま
す
。

建
築
基
準
法
第
22
条
指
定
区
域
変
更
案

建
築
基
準
法
第
22
条
指
定
区
域
で

は
、火
災
に
よ
る
類
焼
を
防
ぐ
た
め
、

屋
根
の
構
造
や
、
木
造
建
築
物
等
の

外
壁
、
軒
裏
の
構
造
に
規
制
が
か
か

り
ま
す
。
今
回
の
見
直
し
で
は
、
市

街
化
区
域
全
般
を
指
定
区
域
と
す
る

変
更
案
を
公
告
・
縦
覧
し
ま
す
。

公
告
・
縦
覧
期
間

10
月
17
日
㈮
〜

同
31
日
㈮
の
土
・
日
曜
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

公
告
・
縦
覧
場
所
、
問
い
合
わ
せ
先

建
築
指
導
課
☎
◯　22　
１
４
１
１

番
内
線
２
４
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　

８
５
１
７
番
、E

-m
ail:kenchi

kushido@
m

a.city.hikone.shi

ga.jp

情報
掲示板

8

滋賀県
最低賃金は
１時間

円です

滋賀県最低賃金は、常用・パ
ートなど雇用形態を問わず、県
内すべての労働者に適用されま
す。1人でも労働者を使用してい
る事業主は、賃金を１時間651
円以上支払う必要があります。
問い合わせ先 彦根労働基準監
督署☎22-0654
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※臨時の収集については、早めにお申し込みくだ
さい。（臨時の収集は、原則として毎週火・金
曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前後す
ることがありますが、ご了承ください。

11月前半

３日(月・祝)、10日(月)

日・曜日

５日㈬

６日㈭

４日㈫

７日㈮

1１日㈫

12日㈬

14日㈮

13日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【11月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
11月前半

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、安清、芹、外、野田
山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、野田山、正法寺、
地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）、本町一丁目、本町二丁目、本
町三丁目
山之脇、芹川、幸、戸賀、小泉、中央（第１・４部）、銀座、芹橋一
丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋二丁目

幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、大藪、馬場一丁目、馬
場二丁目、長曽根、城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二
丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁目、中藪、西今（松田団地を除
く）、開出今団地（第３部）、八坂北、三津
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、長曽根南、平田（大
沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、海瀬、肥田（西
肥田）
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・３部）、立花、金亀、
尾末、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、野瀬、須
越、肥田（西肥田）
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、元、立花、京町三丁目、平田
（大沢を除く）、野瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地）
佐和、後三条（上）、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第
１部）、橋向、開出今、竹ヶ鼻、須越、上稲葉、下稲葉、本庄、普
光寺、薩摩、田附、新海、金沢（林・中下）
新、大橋、芹中、元岡、沼波、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁
目、後三条（上）、甘呂、竹ヶ鼻、八坂、南三ツ谷、甲崎、上岡部、
下岡部、柳川、上西川、下西川、稲部（稲部）

４日㈫

５日㈬

６日㈭

７日㈮

１０日㈪

１１日㈫

１２日㈬

１３日㈭

１４日㈮

募　集
近
江
鉄
道
に
乗
っ
て
、
車
窓
に
う
つ
る
風

景
を
俳
句
に
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
近
江
鉄

道
の
米
原
〜
愛
知
川
・
多
賀
大
社
前
間
沿
線

の
地
名
や
自
然
を
織
り
込
ん
だ
俳
句
を
募
集

し
ま
す
。日
常
の
風
景
や
心
に
留
め
た
こ
と
、

旅
の
記
念
に
一
句
い
か
が
で
し
ょ
う
！

応
募
期
間

10
月
25
日
㈯
〜
11
月
24
日

（月・振）

応
募
資
格

小
学
生
以
上
の
人
な
ら
ど
な

た
で
も
可

投
句
の
決
ま
り

・
近
江
鉄
道
の
米
原
〜
愛
知
川
・
多
賀
大
社

前
間
沿
線
の
地
名
や
自
然
な
ど
を
織
り

込
ん
だ
俳
句
と
し
ま
す
。

・
俳
句
は
有
季
定
型
と
し
、
季
語
（
季
節
）

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
自
作
で
未
発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。

・
１
人
２
句
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
投
句
料

は
無
料
で
す
。

投
句
方
法

近
江
鉄
道
米
原
駅
、
彦
根
駅
、

高
宮
駅
、
愛
知
川
駅
の
ホ
ー
ム
に
あ
る

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同

駅
に
設
置
し
て
い
る
投
句
箱
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
米
原
駅
は
午
前
７
時
〜

午
後
６
時
、
愛
知
川
駅
は
午
前
７
時
〜

午
後
３
時
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰

応
募
の
あ
っ
た
俳
句
の
な
か
か
ら
、

優
秀
作
品
を
選
び
、
優
秀
者
に
は
記
念

品
を
進
呈
す
る
と
と
も
に
、
近
江
鉄
道

各
駅
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
掲
出
し
ま

す
。

特
選

10
句
（
彦
根
市
、
米
原
町
、
犬
上

郡
・
愛
知
郡
の
各
町
の
特
産
品
一
つ

と
、
近
江
鉄
道
Ｓ
Ｓ
フ
リ
ー
引
換
券
）

入
選

20
句
（
近
江
鉄
道
Ｓ
Ｓ
フ
リ
ー

引
換
券
）

選
者

畑は
た

喜
久
夫
さ
ん（
彦
根
俳
句
連
盟
）

そ
の
他

応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。
類
想
句
、
類
似
句
、

二
重
投
句
が
判
明
し
た
と
き
は
、
入
選

を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

び
わ
こ
京
阪
奈
線
（
仮

称
）
鉄
道
建
設
期
成
同
盟
会
彦
根
・
米

原
接
続
部
会
（
事
務
局：

企
画
課
内
）

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
４
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番
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市では、下記の予防接種を、医療機関
に委託して個別予防接種として実施して
います。
赤ちゃんが生後３か月になられるとき、
予防接種の「説明書・予診票つづり」を
郵送しています。予防接種制度について
じゅうぶんにご理解いただき、安全に接
種が受けられるよう注意事項などをよく

読んで、子どもさんの体調のよいときに
受けるようにしてください。
予防接種の種類 下の表のとおり
対　　象 彦根市に住民登録、外国人登
録のある児
実施方法 予約制です。下記の指定医療
機関に、あらかじめ予約してからお出
かけください。
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健康管理だより

千せ
ん

田だ

爽あ
き

人と

ち
ゃ
ん

︵
地
蔵
町
︶

森も
り

田た

琉る

渚な

ち
ゃ
ん

︵
地
蔵
町
︶

山や
ま

口ぐ
ち

悠ゆ
う

里り

ち
ゃ
ん

︵
高
宮
町
︶
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◆「
小
児
科
で

診
て
も
ら
い
た
い
の
に
…
」

皆
さ
ん
は
、
病
院
の
救
急
外
来
に
電
話

し
た
と
き
、「
外
科
は
○
○
科
の
先
生
の

診
療
に
な
り
ま
す
」
と
か
、
子
ど
も
さ
ん

が
高
い
熱
を
出
し
た
の
で
、
小
児
科
医
の

診
療
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
電
話
を
し
た

と
こ
ろ
、「
小
児
科
で
は
な
く
、
内
科
の

先
生
の
診
療
に
な
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
た

経
験
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

病
院
で
は
夜
間
や
休
日
の
時
間
外
に
も

各
科
の
医
師
が
い
て
、
救
急
対
応
し
て
い

る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
も
多
く
、
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
病
院

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
の
病
院
で
は
、

日
直
や
当
直
の
医
師
が
、
自
分
の
専
門
領

域
を
越
え
て
患
者
さ
ん
の
診
療
に
当
た
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

す
。

◆
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
医
も

日
直
や
当
直
の
医
師
は
、
患
者
さ
ん
を

診
察
し
て
、
緊
急
度
と
重
症
度
を
絶
え
ず

判
別
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
判
断
に
、

専
門
科
の
医
師
の
意
見
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
科
の
待

機
医
が
連
絡
を
受
け
て
対
応
し
ま
す
し
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
検
査
は
常
時
行
え
る

よ
う
、
検
査
科
や
放
射
線
科
の
技
師
も
控

え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
の
発
熱
を
診
察
し
た
医
師

が
薬
を
処
方
し
て
「
明
日
、
小
児
科
の
先

生
に
診
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

の
は
、「
お
子
さ
ん
の
病
気
は
緊
急
度
と

重
症
度
が
低
い
病
気
だ
と
判
断
さ
れ
ま
す

か
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。

◆
休
み
の
日
も
ご
安
心
を

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
内
に

あ
る
休
日
急
病
診
療
所
で
は
、
日
曜
日
、

祝
日
の
内
科
・
小
児
科
の
初
期
救
急
医
療

機
関
と
し
て
、
彦
根
犬
上
地
域
の
開
業
医

が
輪
番
制
で
診
療
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
日
や
夜
間
に
診
療
し
て
い
る

病
院
の
情
報
は
、
救
急
医
療
情
報
案
内

（
☎
◯　 23　
３
７
９
９
）
で
も
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
不
意
の
病
気
は
心
配
な
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
次
回
の
テ
ー
マ
は
﹁
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
﹂

◆
緊
急
か
ど
う
か
、

重
症
か
ど
う
か
を
判
断

救
急
診
療
に
当
た
る
医
師
の
大
切
な
仕

事
は
、
救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
た
患
者
さ

ん
が
、
い
っ
た
い
何
科
の
病
気
な
の
か
を

は
っ
き
り
さ
せ
、
病
気
の
緊
急
度
と
重
症

度
を
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
す
る
こ
と
で
す
。

「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
は
聞
き
慣

れ
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
選

別
」「
分
類
」
と
い
う
意
味
で
、
要
す
る

に
病
気
が
緊
急
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
重
症
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と

で
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
緊
急
度
」

と
い
う
の
は
、「
今
す
ぐ
に
治
療
を
し
な

い
と
状
態
が
悪
く
な
る
か
ど
う
か
」
と
い

う
こ
と
で
、
必
ず
し
も
病
気
の
重
症
度
と

は
一
致
し
ま
せ
ん
。
緊
急
度
は
高
い
け
れ

ど
も
、
重
症
度
は
低
い
病
気
も
あ
る
の
で
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竹た
け

林
ば
や
し

宏
ひ
ろ
し

さ
ん
︵
長
曽
根
町
︶

彦
根
に
住
ん
で
３
年
に
な
り
ま
す
。
彦

根
の
ま
ち
は
静
か
で
、
自
然
も
多
く
、
買

い
物
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
用
事
を
市
内
で
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
と
て
も
住

み
や
す
い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
僕
の
通
う
滋
賀
大
学
は
、
構
内
に
緑

が
多
く
、
登
録
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
講

堂
や
陵

り
ょ
う

水す
い

会
館
が
あ
る
、
素
晴
ら
し
い

環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

僕
は
今
、
11
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
に

開
催
さ
れ
る
「
滋
大
祭
」
の
準
備
に
奔
走

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、「L

ive
L

o
ve

Life

」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
プ
ロ
の
バ

ン
ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
演
奏
を
無
料
で
楽
し

め
る
の
が
売
り
で
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
学
生
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
み
ん
な
で
楽
し
い
学
園
祭
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

滋大祭実行委員会の竹林さん（左）と浜田さん

第
52
回
（
平
成
15
年
度
）
彦
根

市
美
術
展
覧
会
が
、
９
月
23
日

か
ら
同
28
日
ま
で
ひ
こ
ね
市
文

化
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
出
品
数
４
８
９
点
、
こ
の

う
ち
惜
し
く
も
選
外
と
な
っ
た

87
点
を
除
く
４
０
２
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く

の
美
術
愛
好
者
が
訪
れ
、
初

秋
の
ひ
と
と
き
を
芸
術
鑑
賞
に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
出
品
４
３
２
点
の
中
か

ら
、
市
展
賞
６
点
、
特
選
26

点
、
佳
作
14
点
、
入
選
２
９
９

点
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
過
去
３
年
間
連
続
特
選

受
賞
な
ど
に
よ
り
、
無
鑑
査
と
な
っ
た
人
の
作

品
か
ら
、
３
点
が
奨
励
賞
に
決
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞
に
は
、

美
術
工
芸
部
門
で
市
展
賞
を
受
賞
し
た
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

市
展
賞
、
特
選
お
よ
び
無
鑑
査
奨
励
賞
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

な
お
、
市
展
賞
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
学
習

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
ひ
こ
ね
っ
と
」http://

longlife.city.hikone.shiga.jp/

に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

︽
日
本
画
︾

■市展賞▽
移
り
ゆ
く
季と

き

深
田
澄す

み

江え

（
日
夏
町
）

■特　選▽
偲し

の

ぶ
　
谷
村
純す

み

子こ

（
後
三
条
町
）

▽
仔こ

牧
野
昌
代
（
立
花
町
）

▽
芹
川
け
や
き
道
　
立た

ち

江え

惠え

美み

（
鳥
居
本
町
）

︽
洋
　
画
︾

■市展賞▽
お
わ
ら
哀
愁
　
伊
藤
稔
（
肥
田
町
）

■特　選▽
冬
支
度
　
塩し

お

谷の
や

務つ
と
む

（
高
宮
町
）

▽
気
に
な
る
木
Ⅱ

松
田
幸さ

ち

子こ

（
鳥
居
本
町
）

▽Pierrot

ピ

エ

ロ

菅す
が

森も
り

菜な

穂ほ

子こ

（
高
宮
町
）

▽
ト
ラ
ン
ク
の
上
の
人
形
　
三
和
真
知
子
（
犬

上
郡
多
賀
町
）

▽
こ
わ
れ
た
イ
ス
（
長
び
く
不
況
の
中
で
）
北

川
八
恵
子
（
平
田
町
）

▽
路
地
の
た
た
ず
ま
い
　
久
保
綾
子
（
外
町
）

▽
京
町
倉
　
西
村
信
彦
（
肥
田
町
）

■無鑑査■奨励賞
▽
緑
陰
　
石
原
省
吾
（
本
町
一
丁
目
）

︽
彫
　
刻
︾

■市展賞▽
そ
よ
風
　
小
林
寿と

し

雄お

（
南
川
瀬
町
）

■特　選▽
福
を
招
く
フ
ク
ロ
ウ
の
親
子
　
藤
野
幹
夫

（
戸
賀
町
）

︽
美
術
工
芸
︾

■■市展賞、■滋賀県芸■術文化祭
■奨励賞

▽
陽
光
　
大
橋
よ
う
子
（
八
坂
町
）

■特　選▽
螺ら

鈿で
ん

紋も
ん

箱ば
こ

馨け
い

舟
越
ゆ
か
り
（
大
藪
町
）

▽
彼
岸
花
咲
く
そ
ば
畑
　
川
端
澄
代（
野
田
山
町
）

▽
秋
の
香か

お
り

田た

井い

中な
か

新よ
し

次つ
ぐ

（
神
崎
郡
能
登
川
町
）

︽
書
︾■市展賞▽

春し
ゅ
ん

初し
ょ

瀬
古
祥さ

ち

代よ

（
平
田
町
）

■特　選▽
王お

お

維い

詩し

五ご

種し
ゅ

西
脇
大だ

い

雄ゆ
う

（
松
原
町
）

▽
祝し

ゅ
く

婚こ
ん

歌か

内
西
謹の

り

子こ

（
正
法
寺
町
）

▽
池ち

魚ぎ
ょ

自じ

楽ら
く

高
田
敦あ

つ

子こ

（
高
宮
町
）

▽
枕

ま
く
ら
の

草そ
う

子し

抄し
ょ
う

福
島
保や

す

子こ

（
後
三
条
町
）

■無鑑査■奨励賞
▽
良り

ょ
う

寛か
ん

の
う
た
　
後
藤
有ゆ

う

啓け
い

（
東
沼
波
町
）

︽
写
　
真
︾

■市展賞▽
木
枯

こ
が
ら
し

の
日
に
　
高
橋
重し

げ

孝た
か

（
薩
摩
町
）

■特　選▽
乱
舞
　
中
川
清
（
平
田
町
）

▽
神み

輿こ
し

を
待
つ
一ひ

と

時と
き

山
口
善ぜ

ん

一い
ち

（
小
泉
町
）

▽
樹じ

ゅ

影え
い

北
村
美み

登ど

里り

（
栄
町
二
丁
目
）

▽
朝あ

さ

露つ
ゆ

本
田
義
則
（
正
法
寺
町
）

▽
乙
女

お

と

め

心ご
こ
ろ

元も
と

持も
ち

誠
（
日
夏
町
）

▽
雪
の
朝
　
北
川
明
（
東
沼
波
町
）

▽
晩
秋
の
詩う

た

小お

椋ぐ
ら

俊
道
（
愛
知
郡
秦
荘
町
）

▽
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
　
田
中
松ま

つ

子こ

（
堀
町
）

■無鑑査■奨励賞
▽
古
木
の
春
　
北
坂
仁に

郎ろ
う

（
戸
賀
町
）

展示会場の様子

今月の納税

市 県 民 税（第３期 ）
10月31日㈮までに納めましょう


